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三重県カスタマーハラスメント防止対策推進本部設置要綱 

 

（設置） 

第１条 三重県におけるカスタマーハラスメントの実態把握やカスタマーハラスメント

防止に資する取組の検討をするため、三重県カスタマーハラスメント防止対策推進本

部（以下「推進本部」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 推進本部は、次に掲げる事務を所掌する。 

(1) カスタマーハラスメント防止対策の推進に関すること  

(2) その他必要と認められる事項に関すること 

 

（組織） 

第３条 推進本部は、本部長、本部長代理、副本部長及び本部員をもって組織する。  

２ 本部長は、知事をもって充てる。 

３ 本部長代理は、副知事及び危機管理統括監の職にある者をもって充てる。 

４ 副本部長は、雇用経済部長及び政策企画部長の職にある者をもって充てる。 

５ 本部員は、別表１に掲げる者をもって充てる。 

６ 本部長は、必要があると認めるときは、構成員以外の者に出席を求めることがで 

きる。 

 

（本部の長等）  

第４条 本部長は、推進本部を総括する。  

２ 本部長代理は、本部長に事故があるときは、本部長があらかじめ指名する本部長

代理がその職務を代理する。  

３ 副本部長は、本部長及び本部長代理を補佐し、全庁のカスタマーハラスメント防

止対策にかかる企画及び連絡調整の中心的役割を担う。 

 

（会議）  

第５条 推進本部の会議は、本部長が必要に応じて招集し、本部長が議長となる。  

２ 推進本部には、必要に応じて部会を置くことができる。 

 

（幹事会)  

第６条 推進本部に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、幹事長及び幹事をもって組織する。 

３ 幹事長及び幹事は、別表２に掲げる者をもって充てる。  

４ 幹事会は、次の事項について必要の都度開催するものとする。 

(1) 推進本部に提案する事項 

(2) 各部局等の施策について相互に調整を要する事項 

５ 幹事会には、必要に応じてワーキング部会を置くことができる。 
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（幹事会の運営)  

第７条 幹事長は、会務を総理する。  

２ 幹事長に事故があるときは、幹事長があらかじめ指名する幹事がその職務を代理

する。  

３ 幹事会は、幹事長が招集し、幹事長が議長となる。  

４ 幹事長は、必要があると認めるときは、構成員以外の者に出席を求めることがで

きる。 

 

（庶務） 

第８条 推進本部の庶務は、雇用経済部雇用対策課において処理する。 

 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、推進本部の運営に関し必要な事項は、本部長が

会議に諮って定め、また、幹事会の運営に関し必要な事項は、幹事長が幹事会に諮っ

て定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和６年７月１９日から施行する。 
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別表１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部長  知事  

本部長代理  副知事、危機管理統括監 

副本部長 雇用経済部長、政策企画部長 

本部員 

総務部長 

地域連携・交通部長 

防災対策部長 

医療保健部長 

子ども・福祉部長 

環境生活部長 

農林水産部長 

観光部長 

県土整備部長 

病院事業庁長 

教育長 

警察本部長 

幹事長 雇用経済部副部長 

政策企画部次長兼ひとづくり政策総括監 

 

 

幹事 

総務部総務課長 

地域連携・交通部地域連携・交通総務課長 

防災対策部防災対策総務課長 

医療保健部医療保健総務課長 

子ども・福祉部子ども・福祉総務課長 

環境生活部環境生活総務課長 

農林水産部農林水産総務課長 

観光部観光総務課長 

県土整備部県土整備総務課長 

病院事業庁県立病院課長 

教育委員会事務局教育総務課長 

警察本部警務部警務課企画室長 



三重県カスタマーハラスメント防止対策検討懇話会 設置要綱 

 

（目 的） 

第１条 三重県におけるカスタマーハラスメント防止対策について、専門的見地から検討を

行うことを目的に、「三重県カスタマーハラスメント防止対策検討懇話会」（以下「懇話

会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 懇話会は、次に掲げる事項に関する検討を行い、必要な助言を行う。 

（１）カスタマーハラスメント防止対策に関する事項 

（２）その他、懇話会に掲げる目的を達成するために必要な事項 

 

（委員等） 

第３条 懇話会は、雇用経済部長が選任する者（以下「委員」という。）をもって構成する。 

２ 雇用経済部長が必要と認める場合、委員及びオブザーバーの他に関係者の出席を求め、

意見を聴くことができる。 

３ 雇用経済部長が必要と認める場合、懇話会の開催場所とは別の場所にいる委員、オブザ

ーバー及び関係者に対し、情報通信機器等を活用して懇話会に出席させることができる。 

 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、就任の日から１年とする。ただし、委員の再任は妨げない。 

 

（座長） 

第５条 懇話会には、座長を置き、委員の互選により選任する。 

２ 座長は、懇話会を代表し、会務を総理する。 

３ 座長に事故があるとき又は座長が欠けたときは、座長があらかじめ指名する委員がその

職務を代理する。 

 

（招集） 

第６条 懇話会は、雇用経済部長が招集する。 

 

（報償費等） 

第７条 県は、懇話会の委員に対し、報償費及び旅費を支給することができる。 

２ 県は、懇話会の委員以外の者が懇話会に出席した場合は、その者に対し、報酬及び旅費

を支給することができる。 

 

（事務局） 

第８条 懇話会の事務局は、三重県雇用経済部に設置する。 

 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、懇話会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 附 則 

この要綱は、令和６年７月 23日から施行する。 



分野 名前 所属団体・役職等

弁護士 東
ひがし　

　幸太郎
こうたろう

四日市中央法律事務所　弁護士

池内
いけうち　

　裕美
ひろみ

関西大学　社会学部　教授

春日
かすが　

　修
おさむ

愛知大学　法科大学院　教授

原
はら　

　昌登
まさと

成蹊大学　法学部　教授

専門機関 石原
いしはら

　一秀
かずひで

公益社団法人消費者関連専門家会議（ＡＣＡＰ）　理事

井野
いの

　和正
かずまさ

三重県商工会連合会　事務局長

喜
きた

多　正幸
まさゆき

三重県商工会議所連合会　専務理事

白木
しらき

　宏
ひろ

範
のり

三重県中小企業団体中央会　事務局長

田中
たなか

　俊充
としみつ

三重県経営者協会　専務理事兼事務局長

楠本
くすもと　

　敏久
としひさ

ＵＡゼンセン三重県支部　支部長

藤田
ふじた

　和彦
かずひこ

日本労働組合総連合会三重県連合会　事務局長

消費者 東
あずま

　珠実
たまみ

三重県消費生活対策審議会委員

大槻
おおつき

　秀
ひで

揮
き

一般社団法人中部経済連合会　審議役　事務局次長

田中
たなか

　千晴
ちはる

三重労働局　雇用環境・均等室　室長

（敬称略）　(分野ごとに五十音順）

三重県カスタマーハラスメント防止対策検討懇話会　委員名簿

経済団体

労働団体

オブザーバー

学識者


